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お知らせ、イベント、募集、制度など、生活に関する情報をあつめました。

Anything
information な ん で もな ん で も 掲 示 板掲 示 板

Jアラート情報伝達試験を実施

　地震や津波、武力攻撃などの発生時
に備え、全国瞬時警報システム（Jアラ
ート）を利用した全国一斉情報伝達試
験を実施します。屋外スピーカーやFM
告知端末ラジオ、FMみはら（87.４メ
ガヘルツ）で試験放送が流れます。市の
メール配信システムに登録している人
には試験メールが届きます。
■■時　6日（水）11時から1分間程度
■■問　危機管理課（■■TEL 0848-67-6066
■■FAX　0848-67-6164）

高齢者インフルエンザ予防接種

■■時　令和4年１月31日（月）までに１回
■■対　①または②に該当する人
①接種日に65歳以上
②接種日に60～64歳で、心臓・腎臓・
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ
ルスにより免疫の機能に重い障害が
ある（身体障害者手帳１級相当）
■■￥　 1,500円
※生活保護世帯、市民税非課税世帯（介
護保険料段階1・2・3）の人は無料です。
接種時に、介護保険料納付通知書の写
しを医療機関に提出してください。
※接種後に料金の払い戻しはできませ
ん。無料対象者で介護保険料納付通知
書がない人、市外で接種する人は、事前
に手続きをしてください。
■■問　保健福祉課（■■TEL 0848-67-6359
■■FAX　0848-67-5934）

コミュニティ助成事業が完了

　宝くじの収益金を財源とした（一財）
自治総合センターの助成金を受けて、
梅林町内会（西野一丁目）が総額100万
円分、福礼町内会（南方一丁目）が総額
120万円分の備品を整備しました。
■■問　地域企画課（■■TEL 0848-67-6184 
■■FAX　0848-64-7101）

コミュニティ活動に
助成金を活用しませんか

　宝くじの収益金を財源として、（一
財）自治総合センターが地域の活動を
助成しています。
■■対　住民組織などが活動に使用する備
品などの整備や集会施設の建設にかか
る費用
※令和4年度に実施する事業が対象。
■■申　8日（金）までに申請書類（市■■HPに用
意）を地域企画課（■■TEL 0848-67-6184
■■FAX　0848-64-7101）へ

10月18日（月）～10月24日（日）は
総務省の「行政相談週間」です
　総務省の「行政相談」では、国の行政に
関しての意見・要望を受け付けています。
相談は無料です。気軽に相談してくだ
さい。

【電話相談】総務省行
政相談センターきく
みみ広島（■■TEL 082-
222-1100）

無料調停相談会
■■時　27日（水）10時～15時　
■■所　しまなみ交流館2階（尾道市東御所町）
■■内　土地建物、借入債務、公害、交通事
故、夫婦、親子、相続問題などについて
の相談（申し込み不要）
■■問　広島地方裁判所尾道支部（■■TEL 0848-
22-5285）

あなたのまちの
人権擁護委員をご存知ですか

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱
された民間ボランティアです。さまざ
まな経歴を持った人権擁護委員が、そ
の経験を生かして、地域の皆さんから
相談を受けたり、啓発活動を行なった
りしています。いやがらせや誹謗中傷
などの相談があった場合、法務局の職
員と協力して、被害者の救済のために
最善の方法を一緒に考えます。相談は
無料で、秘密は守られます。気軽に相
談してください。
■■問　人権推進課（■■TEL 0848-67-
6044）

みんなで考える人権講座
■■時　18日（月）
　①10時～11時②13時～14時　
　③15時～16時
■■所　・■■問　人権文化センター（長谷一丁目
■■TEL 0848-66-1111■■FAX　0848-66-1112）

【演題】いつまでも輝き続けるために
■■定　各回とも35人（申し込み不要）

YouTube始めました！

毎月手話動画をUP中！

　手話が少しずつ広まって、手
話で話ができる三原、誰もが幸
せになれる三原になることを願
って、動画に「しゅわわせ」とい
うタイトルを付けました。皆さ
ん一緒に手話を覚えましょう！ 
まずは、あいさつからチャレン
ジしてみてください。

三原市公式YouTubeチャンネル
登録＆いいね！ お願いします。

Y
ユーチューブ

ouTube手話
しゅわわせ動画を見て手話にチャレンジ！
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人権問題研修会を
オンラインで開催
■■時　６日（水）14時～15時30分

【演題／講師】「コロナ禍での人権問題」
～企業市民としての社会的役割～／大
阪企業人権協議会専任講師　窪山幸雄
さん
■■申　当日までに市■■HPの専用申し込みフォ
ームから（要申し込み）
■■問　人権推進課（■■TEL 0848-67-
6044）

危険物取扱者試験
受験者へのお知らせ

●危険物取扱者試験　
■■時　・■■所　①11月14日（日）＝福山市
　　　②11月21日（日）＝広島市
　　　③11月28日（日）＝三次市
　　　④12月12日（日）＝三原市・呉市
■■申　①10月8日（金）まで
　②③10月８日（金）～10月15日（金）
　④10月22日（金）～10月29日（金）
※電子申請は、
　①10月5日（火）まで
　②③10月5日（火）～10月12日（火）
　④10月19日（火）～10月26日（火）

【願書配布場所】各消防署・出張所
●危険物取扱者試験準備講習会
■■時　10月19日（火）９時30分～16時30分
■■所　消防本部
■■￥　 8,700円～
■■問　消防本部予防課（■■TEL 0848-64-5927
■■FAX　0848-64-5911）

こころの相談室「ここケア」
■■時　毎週火･水曜日９時～18時30分
■■所　・■■問　カウンセリングルームここケア

（西町一丁目 ■■TEL 0848-62-2500）

■■内　臨床心理士による相談
■■対　 精神科に通院していな
い人と家族（要申し込み）
■■￥　 3回まで無料

こころの健康相談・
ひきこもり相談
■■時　①10月21日（木）②11月4日（木）　
※いずれも13時30分～15時30分。
■■所　①大和保健福祉センター　
　②市役所本庁3階
■■内　精神科医による相談
■■定　各2人（要申し込み）
■■申　①10月13日（水）までに大和保健福祉
センター（■■TEL 0847-34-0960■■FAX　0847-
34-0299）へ
②10月27日（水）までに保健福祉課

（■■TEL 0848-67-6053 ■■FAX　0848-67-
5934）へ

男性の料理教室
■■時　22日（金）10時～13時
■■所　サン･シープラザ3階
■■対　65歳以上で１人暮らし、または介護
中の男性
■■定　20人（要申し込み）
■■￥　 300円
■■申　15日（金）までに社会福祉協議会

（■■TEL 0848-63-0570）へ

県営住宅入居者の募集
【申込期間】19日（火）～21日（木）８時
30分～17時
■■申　・■■問　堀田･誠和共同企業体住宅管理セ
ンター（宮浦四丁目■■TEL 0848-61-2215）
※詳しくは12日（火）から申込場所で
配布する資料で確認してください。

衛生管理基礎セミナー
■■時　8日（金）①10時30分～12時②13時
30分～15時
■■所　サン・シープラザ4階
■■対　市内での「食」に関わる創業・起業に
興味がある人
※無料託児あり（要事前予約）。
■■申　申込書（提出先、市■■HPに用意）を株式
会社まちづくり三原（■■TEL 0848-63-
5538）へ

市営住宅の入居者募集
【申込期間】14日（木）・15日（金）８時
30分～18時30分　
■■所　・■■問　三原市営住宅管理グループ窓口

（宮沖四丁目■■TEL 0848-62-1800）
※詳しくは同グループ■■HPまたは４日

（月）から申込場所・本庁舎１階総合案
内コーナー・各支所で配布す
る資料で確認してください。
※申し込み多数の場合は抽選。

防衛大学校学生・
防衛医科大学校生募集

【区分】①防衛大学校学生
②防衛医科大学校生（看護学科学生）
■■対　①18歳～20歳（自衛官は22歳）の
高卒者または高専3年次修了者
　 ②18歳～20歳の高卒者、高専3年
次修了者
■■申　①27日（水）まで
　 ②6日（水）まで
※詳しくは自衛隊■■HPで 確 認してくだ
さい。
■■問　自衛隊広島地方協力本部　
尾道出張所（■■TEL 0848-22-
6942）

人権ひろば

アンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み・偏見）

●人権推進課 ●

今月のテーマ

人 権標語

思い込みにとらわれていませんか？
　「血液型が●型だから性格が●●
だ」など、私たちは普段の生活の中で、
性別や年齢、血液型などで、相手や自
分の性格や仕事の内容、役割などを決
めつけたりしていませんか？ 人は見
聞きしたことや他者からの影響で経
験を積んでいき、それが日々のさまざ
まな判断に影響しています。しかし、
時にそれは無意識の思い込みや偏見

となって、相手の本質や物事を見ずに、
知らず知らずのうちに人を傷つけた
り、勝手に相手や自分自身の可能性を
狭めているかもしれません。大事なこ
とは、積み重ねた経験を踏まえて、目の
前の人や物事をしっかりと見て向き
合い、無意識な思い込みに気づき、そ
してそれにとらわれることなく物事
を判断することではないでしょうか？

大切に 相手の心と 自分の心 （高校2年生）

人権相談窓口を
市■■HPに掲載しています➡

➡自衛隊■■HP 

➡市■■HP 

➡ここケア■■HP 

➡グループ■■HP 
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